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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

市民が健康で文化的な生活が送れるように，一人ひとりの主体的

健康づくりを社会全体で支え合うまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

市民の健康づくり支援 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-1

健康な生活習慣の重要性に対する

関心や理解を深めるため，健康手帳

の交付や広報紙等を活用し，健康に

関わる情報を提供しています。 

市民自らが健康の保持・増進に努め

られる啓発活動や学校保健委員会

等を通じた保護者に対する食育を推

進します。 

健康増進のための啓発 

健康相談・健康教育・訪問指導・健

康診査を実施し，市民の健康づくりの

支援を行っています。また，地域単位

で，食生活推進員，運動普及推進

員，健康づくり推進員が活動していま

す。 

教育・健康相談・訪問指導・健康診

査の充実強化を図り，市民の健康増

進を図ります。 

保健活動の推進 

市民の保養・健康増進を目的に，生

きいき健康センターや財部健康温泉

センターを整備したが，今後の利用者

増対策と安全確保が課題となってい

ます。 

市民の健康づくりの拠点の利用者増

に向け取り組むと共に，市民が安全に

利用できるよう維持管理に努めます。

健康づくり拠点の充実 

医師会の協力により，休日当番医・救

急医療を整備しています。またドクタ

ーヘリの導入に際し，ランデブーポイ

ントを確保しています。24時間体制の

医療電話相談事業も導入していま

す。 

医師会の協力を得ながら，休日・救

急医療の充実を図り，市民が安心で

きる医療体制を充実します。 

医療体制の充実 
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衛生費-保健衛生費 

-保健衛生総務費

※ただし，水道事業会計繰出金・簡易水

道事業特別会計繰出金を除く 

協働に向けた取り組み

・市内で実施する各種健康相談，診査に参加しましょう。 

・健康づくりのために，保養・健康増進のために健康づくりの

拠点を積極的に利用しましょう。 

・市内で実施する保健事業へ積極的に参加しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

3-1-1.保健活動の推進 

3-1-2.自主的な健康づくりの推進

3-1-3.各種団体・地域組織との

連携 

歳出予算科目 旧総合振興計画

健康増進計画 

関連する個別計画 

子ども・子育て支援事業計画 

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

感染症・生活習慣病等病気を予防すると共に，健康診断による早

期発見によって市民が健康で暮らせるまちになっています。 

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

病気の予防による市民の健康増進 

定期予防接種を実施することにより，

感染症の発生やまん延予防，さらに

重症化を防止していますが，一部未

接種者も存在しています。 

各種健診や相談事業での情報提供

や個別通知による接種勧奨を充実さ

せます。 

対象者の接種率向上 

疾病の早期発見・早期治療のため，

各種健（検）診を実施していますが，

受診者が固定化し，初回受診者が減

少しており，受診率の向上が課題とな

っています。 

健康づくりや自己管理についての知

識の普及と受診行動につながるよう

な受診勧奨を実施します。 

健康寿命の延伸 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-2

健診結果報告会での栄養や運動に

関する情報を発信し，自分の健康状

態を知り改善につながる行動ができる

ように推進しているが，改善行動の習

慣化が課題となっています。

健康教育及び相談・訪問指導の場を

利用して，健康管理や生活習慣病の

発症・重症化を予防します。 

生活習慣病発症・重症化予防

狂犬病は，咬まれた人間に重大な影

響を与える感染症です。犬の登録と

予防注射を周知徹底し，未登録や未

接種犬をゼロにすることが課題です。 

全犬調査の実施により，未登録犬や未

接種犬を把握し，接種率の向上に努め

ることにより感染予防を徹底します。 

狂犬病からの感染予防 

乳幼児期や学童期の集団の場での

感染症まん延は予防できているもの

の，高齢者については，医療費の抑

制と生活の質の向上に繋げるため，

重症化を防止することが課題です。 

各種健診や相談事業を通した広報の

ほかに，保育所や幼稚園，学校・介

護施設，医療機関等との連携体制を

確立します。 

感染症予防の知識普及 
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衛生費-保健衛生費-予防費 

協働に向けた取り組み

・定期予防接種を受けましょう。 

・バランスの良い食事・適度な運動を心がけ病気の早期発

見・治療を行いましょう。 

・犬を飼われている方は市で登録すると共に，狂犬病注射

を受けさせましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

3-1-1.保健活動の推進 

歳出予算科目 旧総合振興計画

「家族の笑顔『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

本市環境の継続的な把握により，環境公害の予防・早期対応を行

うことで，美しく安全なまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

安心して生活できる環境の推進 

小規模水道組合に対する施設整備

補助や水質検査費補助は，一定の

効果をあげているものの，人口減少や

少子高齢化に伴い，施設の継続的な

管理運営に不安があります。 

市民全員に安心・安全な水を継続的

に提供するため，小規模水道組合の

経営の安定化を図ります。 

小規模水道施設の管理運営 

地域における環境意識の希薄化によ

り，地域の環境をめぐる苦情の性格が

変化しており，近所トラブルが後を絶

たない状況になっています。 

地域全体で環境を守るという意識を

高揚させるための取り組みを行いま

す。 

環境意識の高揚 

曽於市環境基本計画を平成22年３

月に作成し，年次的に進行管理し報

告書を毎年ホームページで公開して

います。 

行政機関相互の綿密な連携を図りな

がら，状況を適切に把握するため監

視・測定体制を強化します。 

推進体制の整備・強化 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-3

環境基本計画 

関連する個別計画 

一般廃棄物処理基本計画 
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衛生費-保健衛生費-環境衛生費

-環境対策費

協働に向けた取り組み

・自宅・所有地周囲の環境美化に努めましょう。 

・地域の清掃美化活動に積極的に参加しましょう。 

・積極的に地域の美化活動を実施しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

1-8.自然環境の保全・活用 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

衛生費-保健衛生費-診療所費 

地域医療を支える診療所によって，健康で安心して暮らせる住みよ

いまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

市民が安心して利用できる診療所 

交通の便の無い市民の健康を守るこ

とで，安心して暮らせる市民生活の向

上を図っていますが，過疎地になって

いる高齢者の交通体系が課題となっ

ています。 

交通体系を含め，地域に根ざした安

全・安心な医療や地域と一帯となった

医療体制を構築します。 

地域に根ざした医療体制の整備 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-4

職員向け情報

3-2.医療体制の充実 

歳出予算科目 旧総合振興計画

健康そお 21健康増進計画 

関連する個別計画 
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衛生費-保健衛生費 

-介護予防サービス計画事業費

高齢者が介護認定度に応じた介護保険サービスが適正に実施さ

れ，その質が向上しています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

高齢者の介護予防支援 

居宅要支援者が保険医療・福祉サー

ビスを適切に利用できるよう，サービ

スの種類・内容等を定めた介護予防

計画を作成しています。 
多様化する高齢者のニーズを把握

し，施策に結びつけます。 

介護予防の推進 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-5

職員向け情報

3-1.保健予防・健康づくりの推進 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

市民のごみに対する意識高揚と，ごみ処理施設の良好な運転を確

立し，快適な生活環境を維持しています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

ごみのない清潔な生活環境の維持 

資源ごみ中間処理業務委託や収集

運搬業務委託により，ごみ分別意識

の高揚並びに画一化を図ってきまし

たが，分別徹底については，地域間

での温度差が課題となっています。 

広報紙等を利用し，引き続き意識の

高揚を訴えるほか，児童・生徒にも積

極的に教育を行います。 

分別意識の徹底 

クリーンセンターが老朽化しており，故

障が絶えない状況となっています。 良好な運転・迅速な廃棄物処理を実

現するため，クリーンセンターの大規

模改修を行います。 

廃棄物処理施設の整備 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-6

環境基本計画 

関連する個別計画 

一般廃棄物処理基本計画 

「教育・環境施設『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 
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衛生費-清掃費-清掃総務費 

-塵芥処理費 

協働に向けた取り組み

・全ての市民が自治会に加入し，ごみの分別・ごみの減量化

を徹底的に推し進めることで，税金で運営されている施設

の延命化が実現します。 

職員向け情報

市民の皆様

1-4.ごみ処理体系の確立及び施

設整備 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

生活排水等による環境汚染が減少し，清潔で健康的な環境の中

で，市民が健やかな生活を送っています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

環境にやさしい生活排水等の適正処理 

下水道設備を整備し，受益者負担金

の減免，工事費の助成金制度により

下水道への接続を推進しています

が，今後の接続数の増加が課題とな

っています。 

河川水質汚濁をはじめとした，環境汚

染を防止するため，公共下水道への

接続を推進します。 

下水道の接続推進 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-7

下水道施設の供用開始から，約10

年が経過しましたが，下水道管や処

理施設に一部老朽化が見られます。

将来的には，人口減少・少子高齢化

により下水道の維持管理が難しくなる

ことが課題となっています。 

下水道施設の現状と今後の見込みを

明らかにすると共に，計画的な維持

補修を進めます。 

下水道施設の現状把握・修繕 

下水道対象地域以外については，合

併浄化槽設置（個人及び市設置型）

整備を推進していますが，対象地域

への理解促進が課題となっていま

す。

環境汚染を防止するため，合併処理

浄化槽の必要性を認識してもらい，設

置を推進します。

合併浄化槽の設置促進 

過疎地域自立促進計画 

関連する個別計画 

新市まちづくり計画 

環境基本計画 
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衛生費-清掃費-し尿処理費 

土木費-下水道費 

公共下水道事業特別会計 

生活排水処理事業特別会計 

協働に向けた取り組み

・環境保護の観点からも，下水道への接続，合併浄化槽の

導入をすすめましょう。 

・大きなゴミ，揚げ物の油，水に溶けないティッシュペーパー

等は下水道に流さないようにしましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

1-5.し尿処理体系の確立及び施

設整備 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

適正な水質管理体制により，安心して飲める水を安定的に供給

しています。 

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

安心して飲める水の供給 

３．健康的，清潔で快適な市民生活を送れるまち 

3-8

老朽化した上水道施設について，年

次的更新により水の安定供給を図り

ました。今後も公営企業として効率的

経営のため，施設及び監視システム

等のさらなる充実を図る必要がありま

す。 

継続的な施設更新に努め，水道情報

管理システムの計画的情報更新や

中央監視システムの整備を図ります。

上水道関連施設の整備 

水質検査の実施や水需要に対応した

水源を確保してきましたが，水源が同

一地域に集中しているなど，新たな供

給施設の整備が今後の課題となって

います。 

定期的な水質検査の実施と水需要

の増加に対応できるように新たな水

源を確保し，安心・安全な水の供給

を図ります。 

水質保全・水源の確保 

笠木簡易水道事業により，配水池・

水源地・管路の整備中であり，既に整

備が終了した部分は給水を実施して

います。今後は，給水人口の増加と

水道施設の維持補修が課題となって

います。 

水道施設や水質の管理を徹底し，ま

た随時，水道施設等の耐震化，長寿

命化を図ります。 

簡易水道の整備 

水道ビジョン 

関連する個別計画 
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水道事業会計 

笠木簡易水道事業特別会計 

衛生費-保健衛生費 

-保健衛生総務費

-水道事業会計繰出金

-簡易水道事業会計繰出金

協働に向けた取り組み

・日常生活の中で，節水に努めましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

1-7.上水道・簡易水道の整備 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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基本計画番号４４

雇用が安定し若者が集

うまち
４－１ 笑顔で働ける雇用環境の整備 113 頁 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

地元に残り，地元に支えられ，地元のために働ける喜びをかみしめ

ることが出来るまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

笑顔で働ける雇用環境の整備 

新卒者未就労防止対策として，市役

所事務補佐職員として雇用していま

すが，応募者がおらず制度の活用が

課題となっています。 

雇用機会のない方々の一時的なケア

及び就業意欲の高揚を図るための体

制を整備します。 

雇用機会の発掘 

４．雇用が安定し若者が集うまち

4-1

若者や女性，高齢者等の潜在力を引

き出し，雇用の拡大を通じて「全員参

加」を可能とする環境を整備すること

が課題となっています。 

失業者に対し，多様な訓練の方法を

組み合わせた人材育成・就業支援に

取り組みます。

人づくりによる雇用の拡大 

市発注工事等については，その多くを

市内の建設業者において施工してい

ますが，熟練技術者等の高齢化や今

後を担う若者就業者の減少により，労

働力不足が課題となっています。 

市内建設業等において，業務に係る

資格取得を支援することにより受注拡

大を図り，雇用の拡大に繋げます。 

企業力アップと雇用の拡大 

「しごと『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 
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労働費-労働諸費 

協働に向けた取り組み

・本市の労働者支援制度を積極的に利用し，自身のスキル

アップに努めましょう。 

・多様な働き方について，情報発信すると共に，市内在住者

の一人でも多くの雇用に取り組みましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

4-4.雇用の創出 

歳出予算科目 旧総合振興計画



曽於市 
× 

ふるさとで働く 

本市出身の学生

が卒業後も本市で

働けるよう，合同

就職説明会を開催

し，本市に立地す

る企業と本市出身

の学生のマッチン

グを図っている。 

① 

② ③ 

④ 



基本計画番号５５

大地の恵みを活かした

まち
５－１ 品質の高い農作物生産，供給 117頁 

５－２ 安全・安心な畜産物の生産 119頁 

５－３ 森林の機能の維持管理と積極的な活用 121頁 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

環境に調和した誇れる品質・信頼に応える農作物生産により農業

所得が増え，心豊かで若い世代が夢の持てるまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

品質の高い農作物生産，供給 

環境負荷軽減のため，土壌分析や農

業用廃ビニールの適正処理を実施し

ていますが，農業経営面積の拡大に

伴う自然環境への負荷軽減が課題と

なっています。 

自然循環型農業を活かした，安心安

全な農産物生産供給体制の構築を

図ります。 

自然・人にやさしい農業の確立

5．大地の恵みを活かしたまち 

5-1

畑かん施設の整備がなされてきてい

る一方，水を利用した農業が充分に

展開されておらず，ダムの管理費抑

制と給水栓の設置等も課題となって

います。 

畑かん施設の利用促進と，農家の経

営安定のため，加工・業務用野菜の

契約栽培への転換を推進します。 

畑かん水利用による所得向上 

農業経営安定のための施設や資材

等の整備補助等を実施するも，引き

続き経営安定のためコスト削減や組

織化，運営強化及び経営規模の拡

大が課題となっています。 

足腰の強い農業経営者の育成とあわ

せ，新規就農者や後継者の育成及び

組織化による産地の維持拡大を推進

します。 

人づくりによる所得向上 

土地改良事業により，農地・施設等の

整備を行っているものの，未だに未整

備地区が多く，また遊休農地が増加

している一方，農地集積等の農地の

効率的利用も課題となっています。

農地の出し手と受け手の調整を進

め，農地集積と再整備を行い，農地

の有効活用と生産基盤を強化しま

す。

集積と再整備による有効利用



118

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

農林水産業費-農業費 

-農業委員会費

-農業総務費

-農業振興費

-農地総務費

-農地整備費

   -水産業費-内水面漁業費 

園芸産地活性化プラン 

畑地かんがい営農ビジョン 

関連する個別計画 

過疎地域自立促進計画 

農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想 

「しごと『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 

職員向け情報

4-1-1.生産基盤の強化 

4-1-3.園芸産地の形成 

4-1-4.環境保全型農業の推進 

4-1-6.加工・流通体制の強化 

4-1-7.農村づくり 

歳出予算科目 旧総合振興計画

協働に向けた取り組み

・本市で生産された新鮮な野菜と本市野菜の加工食品を積

極的に消費しましょう。 

市民の皆様

茶業経営安定のため施設等の整備

について支援していますが，茶の消費

形態の変化など情勢は厳しく，経営

安定のため，面積拡大やコスト削減

及び新たな販路展開が課題となって

います。 

足腰の強い経営体の育成支援とあわ

せ，リーフ茶の輸出など新たな販路を

展開します。

新たな茶の展開による経営安定化 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

日本一の畜産を目指すまちから，日本一の畜産のまちになっていま

す。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

安全・安心な畜産物の生産 

各種事業で生産基盤の維持拡大を

図ってきましたが，畜産農家の高齢

化及び後継者不足の中で農家数が

減少し続けるため，生産基盤の維持

が課題になっています。 

市単独事業や畜産振興協議会及び

国・県等の各種事業の活用により，経

営規模の維持拡大を図ります。 

畜産経営の安定向上 

5．大地の恵みを活かしたまち 

5-2

畜産の糞尿処理施設は各種事業等

を活用して整備を図ってきたが，近年

の老朽化や規模拡大によって処理施

設の機能が追い付かずオーバーフロ

ーが懸念されています。 

国庫事業の活用により，経営規模に

適応した処理施設を整備し，機能の

向上を図ります。 

糞尿処理施設の機能向上 

各種補助事業を活用して飼料調整

用機械等の整備を推進してきました

が，維持管理等のコストも増大してい

ます。更に飼料価格の高騰による経

営の圧迫が課題となっています。 

飼料生産組合やコントラクター組織に

よる計画的な飼料生産やＴＭＲ飼料

の普及推進を図ります。 

飼料生産の外部化やＴＭＲセンターの推進

近隣諸国で口蹄疫や高病原性鳥イン

フルエンザの発生，国内でも高病原

性鳥インフルエンザや豚流行性下痢

が発生しているので，防疫に対する啓

発等を行っているが防疫に対して意

識が不足していることが課題となって

います。 

口蹄疫等の伝染病が発生すると，大

きな損害となるため，畜産農家の自

衛防疫の意識を高めます。 

畜産農家の防疫対策の向上 
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農林水産業費-農業費 

-畜産総務費

-畜産振興費

「しごと『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 

協働に向けた取り組み

・本市で生産された新鮮な畜産物と本市畜産物の加工食

品を積極的に消費しましょう。 

・市民一人ひとりが家畜伝染病等の予防について理解しまし

ょう。 

職員向け情報

市民の皆様

4-1-2.畜産産地の形成 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

木材等の生産の場（林業）としての機能と水源のかん養等の公益的

機能のバランスがとれた森林・林業づくりが実現されています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

森林の機能の維持管理と積極的な活用 

森林資源の充実に伴い，山林の皆伐

が増加していますが，その中で植林

（再造林）されない山林の増加が課題

となっています。 
適期伐採後の植栽（再造林）の啓発

活動を推進します。 

未来につなげる美しい山づくり

木材価格の低迷や森林所有者の高

齢化などにより，適正な保育（間伐）

のなされていない森林の増加が課題

となっています。 
保育（間伐）の啓発活動を推進すると

共に，木材の販路開拓を図ります。 

美しい山づくりで所得向上 

本市の観光資源である森林公園等

（大川原峡，白鹿岳森林公園，花房

峡憩いの森など）の施設の老朽化な

どにより，利用者の減少が課題となっ

ています。 

本市森林公園等の計画的な施設整

備の実施と利用者の増加に向けた広

報活動を実施します。 

ふれあいの山づくり 

5．大地の恵みを活かしたまち 

5-3

災害危険区域内の居住者が，安心・

安全で暮らせるための治山事業を実

施していますが，近年の集中豪雨等

による被害箇所の復旧整備が遅れて

いることが課題となっています。 

計画的な治山事業を実施すると共

に，被害個所の復旧整備と山地災害

危険地域の早期解消を図ります。 

安心して暮らせる地域づくり 
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農林水産業費-林業費 

協働に向けた取り組み

・本市で生産された高品質な林産物を積極的に購入しまし

ょう。 

・レジャー等で本市森林公園を積極的に利用しましょう。 

・レジャー等で本市森林公園を積極的に利用しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

4-1-5.森林整備 

歳出予算科目 旧総合振興計画

森林整備計画 

防災計画 

関連する個別計画 

「しごと『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 



曽於市 
× 

農畜林業 

豊かな自然に支えられ，本市

の農畜林業。様々な課題を抱

えながらも生産者は品質の向

上に努めており，その姿勢は

全国の消費者に支持されてい

る。 

①黒毛和牛品評会の様子 

②伐採木運搬の様子 

③ゆず 

① 

② 

③ 



基本計画番号６６

人が行き交い，元気な

まち
６－１ 商工業の活性化に向けた環境整備 125 頁 

６－２ そおブランドの確立・発信による地域活性化 127頁 

６－３ 企業振興による地域経済の活性化 129頁 

６－４ 人でにぎわう観光拠点づくり 131頁 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

先駆的な商品開発と持続可能な経営により，地域の商工業が活性

化し，地域住民が元気な賑やかなまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

商工業の活性化に向けた環境整備 

新たに経営に携わった者に対し，経

営の安定化や地域への定着を促進し

ていますが，少子高齢化や人口減少

により，消費が落ち込み，新たな展開

が求められています。 

持続可能な経営体制の整備と消費

者のニーズに合った商品開発や販路

の開拓・ＰＲを推進します。 

地域に根ざした商工業 

６．人が行き交い，元気なまち

6-1

経営安定のため，設備投資等の借入

金の利子補給を実施していますが，

大型店の進出や高齢化により，商工

業を取り巻く環境は厳しく，更なるコス

ト削減と新たな事業展開が課題となっ

ています。 

時代のニーズに合った経営体制の確

立と消費者の購買意欲を喚起する販

売戦略の構築を図ります。 

新たな事業展開で消費拡大 

地域の商工業活性化のため地域商

品券を発行していますが，多くの商品

券が大型店舗で使われるため，小規

模店への波及効果が少ないのが課

題となっています。 

地域の全店舗で使える商品券の発行

等により，地元消費の喚起と消費増

による地域の商工業の活性化を図り

ます。 

地元消費による地域の融和 

企業誘致に加え，持続的に地域内発

型の発展を図るため，地域に根ざした

新たな産業に係る起業・創業を育成

する支援体制の構築が課題となって

います。 

起業・創業希望者の相談窓口を設

け，関係機関等と連携を図り支援す

ることにより，新たな地域の雇用と所

得の創出を推進します。 

起業・創業の支援 
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商工費-商工費-商工総務費 

協働に向けた取り組み

・買い物はなるべく市内で行いましょう。 

・なるべく市内で生産されたものを購入・消費しましょう。 

・お得な地域商品券を活用しましょう。 

・それぞれの強みを活かした活動を連携して行い，地域の商

工業活性化につなげましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

4-2-1.商業の振興 

4-2-2.工業の振興 

4-1-3.新規産業の育成 

歳出予算科目 旧総合振興計画

関連する重点施策（総合戦略） 

「しごと『そお』生」プロジェクト 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

本市の「安心・安全」な農畜産物を利用した商品で，６次産業化の事業が展

開され，農商工連携により地域活性化につながるまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

そおブランドの確立・発信による地域活性化 

これまで，21品目をブランド認証品と

して認定してきました。しかし，その後

認定品目の申請が無く，「そおブラン

ド」の広がりが課題となっています。 

農家と商工会等との連携と商品開発

を促し，新規商品の開発やブランド認

証品の発掘・展開を推進します。 

農商工連携の推進 

ブランド認証品の市内での販売はある

ものの，県内・外での販売が進まず，

ブランドの認知度と商品展開が課題

になっています。 

様々な商談会へ参加することで，「そ

おブランド」商品を県・内外でＰＲする

と共に販売を促進します。 

展示商談会への積極的参加 

６．人が行き交い，元気なまち

6-2

新市まちづくり計画 

過疎地域自立促進計画 

関連する個別計画 

「しごと『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 

「にぎわい『そお』生」プロジェクト 

ふるさと納税者に特産品を贈呈して

いますが，取り扱う商品数が少なく，

提供できる商品アイテムの種類に限り

がある。商品数を増やすことでふるさ

と納税をさらに応援することが課題に

なっています。 

取り扱う商品数の充実を図り，ふるさ

と納税者をさらに応援し，「そおブラン

ド」の認知度の向上を図ります。 

ふるさと納税の応援 



128

商工費-商工費-商工業振興費 

協働に向けた取り組み

・「『そおブランド』としてこんな商品がほしい！」「こんな商品

が特産品になれば，他のまちにも自慢出来る！」，地域が

面白く楽しくなるようなアイデアを自由に探し，発信・行動し

てみましょう。 

・「『そおブランド』としてこんな商品がほしい！」「こんな商品

が特産品になれば，他のまちにも自慢出来る！」，地域が

面白く楽しくなるようなアイデアを自由に探し，発信・行動し

てみましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

4-2-1.商業の振興 

4-2-2.工業の振興 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

誘致企業と地元企業，地域力や人材をすべて融合して，総合的な

地域競争力の向上が図れています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

企業振興による地域経済の活性化 

市内工業団地等に対する補助金を

活用しながら，企業誘致や地域雇用

の促進を図ってきたものの，地域力衰

退を抑制するに至っておらず，さらな

る企業誘致が課題になっています。 

現在までの事業基盤を継続しつつ，

より地域力の向上が見込める事業者

の誘致に取り組みます。 

企業誘致による地域力向上 

６．人が行き交い，元気なまち

6-3

進出企業へ補助金等を交付しながら

事業展開を後押ししてきたものの，急

激な人口の減少が労働力の安定確

保に影響し始めており，事業継続の

観点からの人材確保が課題となって

います。 

新規誘致企業にとどめず，地元企業

を含め安定的な労働力を産学官連

携のもと確保します。 

新旧事業者の労働力確保 

地域資源を活用し，地域力向上が見

込める企業誘致のため，首都圏にアド

バイザーを配置し，市内事業者等とマ

ッチングを図っていますが，対象業種

が限定されていることが課題となって

います。 

企業誘致支援員を新たに配置し，行

政にはない新しい視点で，新産業分

野を含めた企業誘致を推進します。 

新たな視点での企業誘致 

立地企業や地元企業の仕事内容・製

品・技術力等について認知度が低い

事と，希望する職種が少ないため，市

外就職に伴う人口流出が課題となっ

ています。 

地域の企業や大学と連携し，就職に

向けた積極的な情報の提供・共有に

より，地元企業への優秀な人材の確

保を図ります。 

地域の企業及び学校との連携
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商工費-商工費-企業振興費 

職員向け情報

4-2-1.商業の振興 

4-2-2.工業の振興 

歳出予算科目 旧総合振興計画

新市まちづくり計画 

関連する個別計画 

「しごと『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

地域の特性を活かし，曽於市らしさをＰＲすることによって交流人口

を増やし，活気あふれる元気なまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

人でにぎわう観光拠点づくり 

道の駅等の本市観光拠点について

は，施設が手狭になっているものや，

老朽化が進んでいるものもあり，安全

に継続的に利用するための維持補修

が課題となっています。 

安全性や利便性を確保すると共に，

美しい状態を保ち，入りやすい雰囲気

作りに努めます。 

観光拠点の維持補修・美化 

６．人が行き交い，元気なまち

6-4

地域の農産物利用促進のための，道

の駅を整備していますが，当初計画

より反響が大きく，観光客や市民に支

持される人気の施設になっています。

地元産品の安定的供給と曽於市の

道の駅ならではのサービスの提供に

努め，本市の魅力を外部に発信しま

す。 

道の駅で曽於市をＰＲ 

観光面での本市の魅力をＰＲするた

め各種イベントを実施しているものの，

公共交通機関や宿泊施設といったハ

ード面が不足しており，滞在型の客が

見込めない点が課題となっています。

民泊制度の確立と交通機関の連携に

よる交通体制の整備により，本市を満

喫してもらうための環境づくりを行いま

す。

曽於を満喫できる環境づくり 

豊かな自然環境や神秘的なスポット

を有する本市では，これまでもＣＭ等

の撮影が行われていました。今後は，

ロケ地と観光を結びつけるなど，新た

な観光資源の創出が必要となってい

ます。 

本市の観光資源を発掘・撮影等を働

きかけ，その後保全・ＰＲを行う等，

様々な手法により，新たな観光推進

体制を整備します。

新たな観光資源の発掘・ＰＲ 
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商工費-商工費-観光費 

協働に向けた取り組み

・本市観光拠点を利用する際は，来た時よりも帰る時の方が

美しい状態になるよう清掃・美化に心がけましょう。 

・本市の魅力を広げるため，民泊制度の意義を理解し，可

能な限り協力しましょう。 

・それぞれの取り組みの中で，本市・各団体の魅力を存分に

ＰＲしましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

4-3.観光・レクリエーションの振興 

歳出予算科目 旧総合振興計画

過疎地域自立促進計画 

関連する個別計画 

「にぎわい『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 



曽於市 
× 

道の駅 

 本市観光拠点・農

畜林産物及び加工品

を販売拠点として旧

３町にそれぞれ道の

駅が整備され，観光

客・市民が集まる場

となっている。 

①道の駅おおすみ

（農土家市） 

②道の駅すえよしレ

ストラン四季祭の様

子 

③道の駅たからべ

（きらら館） 

① 

② 

③ 



基本計画番号７７

市民生活を支えるイン

フラが充実したまち
７－１ 市民の財産の維持管理，さらなる利便化 135頁 

７－２ 災害に強く，市民の生命・財産を守る河川整備 137頁 

７－３ 美しく機能的な街並みの維持 139頁 

７－４ 市民が安全快適に暮らせる住宅の整備・維持管理 141頁 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

道路の機能向上と安全性の確保により，災害と救急医療に強い，

快適な交通環境のまちになっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

市民の財産の維持管理，さらなる利便化 

７．市民生活を支えるインフラが充実したまち

7-1

市道沿線の景観美化を図るため地域

における清掃作業や業者等への委託

作業等を実施していますが，高齢化

が進み作業できない集落が増加して

います。 

地域における道路愛護運動の普及啓

発を図ると共に，市独自の補助制度

や直営作業班の充実を図り，道路の

美化を促進します。 

道路美化活動の充実 

道路の安全性を確保するため，老朽

化した橋梁や構造物を維持修繕して

きましたが，今後は，補修や補強に係

るコストの急速な増加が見込まれ，維

持修繕の実施と財源確保が課題とな

っています。 

コスト縮減を図るため，橋梁や構造物

の定期的な点検を実施し，早期修繕

による施設機能の長寿命化を図りま

す。

橋梁等の長寿命化対策 

市民生活の利便性を向上させるため

道路の拡幅と改良を計画的に整備し

てきましたが，今後は，地域と幹線道

路と結ぶ災害と救急医療に強い道路

網の整備が課題となっています。 

幹線道路の早期整備を国・県へ積極

的に要請し，アクセス道路の整備によ

る安全な市民生活の確保に努めま

す。 

幹線道路の早期整備 

歩行者の安全と交通の円滑化を図る

ため，外灯や区画線等を整備してき

ましたが，今後は，人と車が共存でき

る安全な交通環境を実現するため，

警察等の関係機関との連携が課題と

なっています。 

関係機関と連携し，安全な交通環境

の実現に努め，道路の機能向上によ

る快適な交通環境の実現を目指しま

す。 

道路の安全性の確保 
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土木費-土木管理費 

     -道路橋梁費 

協働に向けた取り組み

・自宅周囲の市道については，安全に留意しながら積極的

に清掃しましょう。 

・地域を通る市道については，安全に留意しながら積極的に

清掃しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

１-1.道路交通体系の整備 

歳出予算科目 旧総合振興計画

橋梁修繕長寿命化計画 

関連する個別計画 
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

市民が土砂災害等の危険を認識し，防災意識が向上しています。

河川が美しく整備・管理され市民の憩いの場となっています。 

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

災害に強く，市民の生命・財産を守る河川整備 

７．市民生活を支えるインフラが充実したまち

7-2

河川の機能の維持や安全性を確保

するため維持補修等を実施していま

すが，今後は，良好な田園風景や河

川景観をより良い形で次世代に引き

継ぐための適切な対策が課題となっ

ています。 

地域住民や関係機関と連携を図り，

河川愛護意識の向上につながる河川

整備と管理に努めます。 

河川愛護の意識向上 

土石流や地すべり災害の危険個所に

ついて，危険性を解消するため計画

的に整備を実施していますが，今後

は，市民に土砂災害の危険を認識さ

せるため防災知識の普及が課題とな

っています。 

市民に土砂災害の危険を認識しても

らうため，防災マップ等を活用しなが

ら実践的な避難訓練を実施します。 

土砂災害の危険性の認識 

異常気象による集中豪雨等の災害

発生は，被害個所の早急な復旧に努

めていますが，今後は，安全・安心な

生活環境を守るため，災害を未然に

防ぐための状況に応じた防災対策が

課題となっています。 

危険箇所の定期的な点検等による実

態把握に努め，災害発生の解消に取

り組みます。 

危険箇所の定期的な点検 
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土木費-河川費 

協働に向けた取り組み

・安全に留意しながら，河川の美化活動に積極的に参加し

ましょう。 

・避難訓練に積極的に参加しましょう。 

・安全に留意しながら，河川の美化活動に積極的に参加し

ましょう。 

・避難訓練に積極的に参加するほか，地域単位で避難の手

順を確認しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

地域・ＮＰＯ・ＮＧＯ

1-9-4.災害に強い地域づくり 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

美しく機能的な生活環境のもとで，市民が快適に生活できるまちに

なっています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

美しく機能的な街並みの維持

都市公園条例に基づき各種公園の

整備を進めてきましたが，遊具施設

などの老朽化に伴う事故防止が課題

となっています。 

安全に公園を利用できるよう，施設の

日常点検の強化と公園内での事故防

止対策に取り組みます。 

公園施設の安全管理 

屋外広告物条例に則った適正な設

置についての指導等を行っています

が，良好な景観形成のために指導の

強化が課題となっています。 

屋外広告情報処理システムの活用と

監視強化により，違反広告物の排除

に取り組みます。 

屋外広告物の適正管理 

７．市民生活を支えるインフラが充実したまち

7-3

都市計画マスタープラン 

関連する個別計画 
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土木費-都市計画費 

協働に向けた取り組み

・公園の遊具施設等に問題がある場合，ただちに使用を中

止し，市に連絡しましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

1-2.市街地整備・まち並みの形成

1-6-4.憩いの場となる公園の整備

歳出予算科目 旧総合振興計画
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第Ⅰ編 序論 第Ⅱ編 基本構想 第Ⅲ編 基本計画 

計画的な整備改善・建設により，住宅困窮者の要望に応じた安全

で快適な公営住宅を提供しています。

10 年後の曽於市のすがた 

これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

市民が安全快適に暮らせる住宅の整備・維持管理 

既設公営住宅の居住水準や耐久性

の向上，福祉対応，長寿命化による

ストック改善等を行っていますが，管

理戸数が多く，限られた財源での改

善が課題となっています。 

長寿命化計画の維持・改善事業に基

づく内容について，計画的な居住水

準向上に取り組みます。 

ストック改善で居住水準の向上

７．市民生活を支えるインフラが充実したまち

7-4

既設公営住宅の老朽化対策として，

維持管理及び施設修繕を実施してい

ますが，耐用年数を超えている公営

住宅の維持管理や人口減に伴う適正

規模の管理戸数が今後の課題となっ

ています。 

長寿命化計画の管理戸数を見据え，

耐用年数を超えている公営住宅につ

いては用途を廃止し，良好な維持管

理に努めます。

計画的な公営住宅の維持管理

公営住宅整備基準等に基づく，新た

な公営住宅の建設を進めています

が，限られた財源での建て替えを含

む計画的な建設が課題となっていま

す。 

居住水準に満たない公営住宅の建て

替え推進と，多様な要望に対応した

住宅整備により，快適な住環境の整

備に取り組みます。 

建設コストに配慮した住宅整備

民間住宅に対し，がけ地近接からの

移転建設や耐震診断・改修について

普及啓発を行っていますが，理解が

進んでいないことが課題となっていま

す。 

危険から市民の生命・財産を保護す

るため，情報の多角的配信によって

安全な住環境形成に取り組みます。 

民間危険住宅の排除 
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これまでの成果と課題 曽於市を良くするための取り組み 

過疎地域自立促進計画 

公営住宅等長寿命化計画 

関連する個別計画 

鹿児島県住宅・住環境整備計画 

建築物耐震改修促進計画 

「にぎわい『そお』生」プロジェクト 

関連する重点施策（総合戦略） 

土木費-住宅費 

若者世帯転入者に対する，住まいの

確保と地域活性化を推進しています

が，雇用の場の少なさから生徒の卒

業転出による人口減とコスト削減によ

る定住促進が課題となっています。 

一時的な人口増による地域活性化か

ら，定住促進に繋がる長期的な人口

増政策（ソフト事業）へ取り組みます。 

振興住宅建設の方向転換 

協働に向けた取り組み

・公営住宅利用者は，自宅周辺・公営住宅の環境美化に努

めましょう。 

職員向け情報

市民の皆様

1-6-1.多様なニーズに対応した

公営住宅等の整備 

1-6-2.住宅整備の強化 

1-6-3.定住の促進 

歳出予算科目 旧総合振興計画
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